
問
学
校
・
保
育
園
・
市
民
病
院
、

介
護
施
設
や
こ
ど
も
食
堂
等
で
の

高
島
産
米
食
材
は
確
保
で
き
て
い

る
か
。

答
農
林
水
産
部
長

地
域
の
農
業
者
と
消
費
者
を
結

ぶ
地
産
地
消
は
、
消
費
者
の
「
地

場
農
産
物
」
へ
の
愛
着
や
安
心
感

が
強
ま
り
消
費
拡
大
で
農
業
応
援

に
も
繋
が
り
、
本
市
の
農
産
物
出

口
戦
略
で
の
重
要
な
要
素
で
す
。

こ
れ
ま
で
地
産
地
消
の
実
践
で
、

お
米
を
中
心
に
学
校
給
食
等
で
市

内
産
米
の
使
用
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
米
騒
動

に
起
因
す
る
価
格
上
昇
に
よ
り
、

現
時
点
で
は
市
内
産
米
の
入
手
が

困
難
な
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

問
現
在
、学
校
給
食
米
３
３
０
０
人

の
児
童
生
徒
分
42
ｔ
に
つ
い
て
、

契
約
は
で
き
て
い
る
か
。
契
約
先

と
産
地
指
定
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

公
益
財
団
法
人
「
滋
賀
県
学
校

給
食
会
」と
単
価
契
約
を
締
結
し
、

滋
賀
県
産
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
購

入
し
て
い
ま
す
。

問
９
月
以
降
は
新
米
の
市
場
に
な

る
が
、
高
島
産
米
の
入
荷
と
な

る
か
。

答
教
育
指
導
部
長

令
和
７
年
10
月
ま
で
は
滋
賀
県

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
が
、
11
月

以
降
は
高
島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
滋

賀
県
学
校
給
食
会
」
と
調
整
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

問
学
校
給
食
米
は
入
札
で
は
な

く
、
生
産
者
と
の
随
意
契
約
に
転

換
で
き
な
い
か
。

答
教
育
指
導
部
長

学
校
給
食
の
使

用
米
は
、
多
く
の

米
を
一
定
の
品
質

を
確
保
し
安
定
的

に
提
供
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、

生
産
者
と
の
随
意

契
約
に
つ
い
て
は
今
後
の
米
の
流

通
事
情
を
踏
ま
え
、
担
当
部
局
と

も
連
携
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
高
島
産
米
を
、
消
費
者
も
生
産

者
も
誇
り
に
出
来
る
政
策
展
開
を

農
政
の
柱
に
さ
れ
て
い
く
か
。

答
農
林
水
産
部
長

今
後
の
政
策
展
開
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
農
業
政
策
に
お
い
て
も
現

在
に
お
け
る
情
勢
等
を
考
慮
し
な

が
ら
、
発
展
的
に
施
策
を
形
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
生
産
者
の
主
食
用
米
増
産
意
欲

が
、
田
植
え
面
積
に
現
れ
た
か
。

答
農
林
水
産
部
長

主
食
用
米
の
作
付
け
面
積
は
、

令
和
7
年
産
計
画
が
２
７
９
１
．

１
ha
で
、
前
年
度
実
績
よ
り
４
６
．

５
ha
増
加
し
、
加
工
用
米
や
飼
料

用
米
か
ら
主
食
用
米
に
転
換
さ
れ

て
い
ま
す
。

米
騒
動
に
起
因
す
る
価
格
上
昇
に
よ
り
、 

現
時
点
で
は
市
内
産
米
の
入
手
が
困
難
な 

状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す

答
学
校
や
保
育
施
設
の
給
食
で
、

学
校
や
保
育
施
設
の
給
食
で
、

高
島
産
米
は
確
保
で
き
て
い
る
か

高
島
産
米
は
確
保
で
き
て
い
る
か

９
月
以
降
は
ど
う
か

９
月
以
降
は
ど
う
か

問

・ 

４
億
円
も
の
市
民
の
血
税
の
徹
底

回
収
と
再
発
防
止
を

・ 

小
規
模
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
を
軸

に
考
え
る
高
島
の
教
育
を

そ
の
他
の
質
問

市場任せの米政策を
転換し、生産増と
消費価格安定の農政へ

森脇　徹 議員

稲穂と通学路
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